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滴静注が著効を示 した . 症例 3 に対 し て は P G E l

による点滴静注が有効 であると思われた .

【考察】 毒 さ さ こ に よ る激痛発作 に は麻 酔科的

治療以外には有効 な手段はな い . 上記治療が有効

で あ っ た こ とより
,

交感神経緊張による血管収縮

が激痛発作に関与 し て い ると思われた .

2 1　当院における乳癌末期患者に対する麻酔科的

疼痛治療の検討

高 田 俊 和 ・ 丸 山 洋 一 ・ 高 橋 隆 平

海老根美子

新潟県立がんセンター新潟病院麻酔科

乳癌末期患者 2 0 例に麻酔科 で の 痔痛治療を施

行 し た
. 麻酔科受診時 , 多発脊椎転移 16 例 ･ 肝肺

転移 8 (1 2) 例 があり腰下肢痛 1 5 例 ･ 体動時痛

1 4 例等を訴え た . 平均 モ ル ヒ ネ投与量 3 7 m g / 日,

平均 ジ ク ロ フ ェ ナ ク 7 8 m g/ 目 ( 1 8 例) に加 え抗

不安薬
･

制吐剤等が投与され V A S 7 . 8 ± 0 . 4 と高

か っ た. 受診後 フ ェ ン タ ニ
ー

ル パ ッ チ 4 例 ･ リ ン

酸 コ デイ ン 6 例
,

平均 ジ ク ロ フ ェ ナ ク 8 8 m g / 日

(9 例) に加 え抗ウ ツ剤 ･ N a チ ャ ネル 阻害剤 が投

与され V A S 6 . 6 ± 0 . 7 ( P < 0 .0 1) と有意 に低下 し

たが著効に致ら な か っ た . 本疾患 で は多発脊椎転

移 ･ 肝肺転移 ･ N S A I D s の 頻 用 ･ 長期化学療法

( 平均 4 0 ケ 月) に伴う造血機能低下を認め薬物鎮

痛療法が主体 で あ っ た が
,

鎮痛薬 ･ 鎮痛補助薬 の

変更 に より療病改善を計り加え て 治療 の 工夫が必

要と考 えられた
.

2 2　開業五年　忘れられない五症例

穂 苅 環 ・ 穂 苅 豊

ほ か り 医院

新津市 で整形外科医 の 夫と
一

緒に
,

内科
,

麻酔

科を標模 し て 開業 し
,

丸五年が過 ぎ
, 今ま で に 印

象に 残 っ た五 症例を報告する .

腰痛患者 で
,

副甲状腺機能克進症 が見 つ か っ た

ケ ー

ス . リ ウ マ チ因子が陰性だ っ たが
, 徐 々 に 典

型的な慢性関節リウ マ チ に な っ たケ ー

ス
. 転倒後

の上腕痛 か ら悪性腰痛 の 頚椎転移が疑われたケ
-

ス
. 多彩な痛み の 訴え か ら

,
脊椎転移の 発見が遅

れた ケ ー ス . 椎間板炎 による急性腰痛症 . 以上 の

五例 である .

今後も整形外科と十分な症例検討を行 な い
,

正

確な診断と適切 な治療により
,

地域医療に貢献 し

て い き た い と思う.

当院I C Uにおけるエラスポール（R）の使用経験

肥 田 誠 治 ・ 大 橋 さ と み ・ 本 多 忠 幸

遠 藤 裕 ・ 小 村 昇 * ・ 山 本 智 *

風間順一郎

新潟大学大学院医歯学総合研究科器官

制御医学講座救命救急医学分野

新潟大学附属病院集中治療部
*

2 0 0 2 年 7 月 か ら 2 0 0 2 年 1 1 月ま で に新潟大学

医学部附属病院 IC U で
,

S y st e m i c I n fl a m m at o ry

R e s p o n s e S y n d r o m e ( SI R S) を伴う急性肺障害に

対 し エ ラ ス ポ ー ル ⑧ を使用 した 1 1 症例を対象と

して
,

S I R S 診断項 目数
,
肺障害度

,
臓器不全重症

度 (S e q u e n ti al O r g a n F ail u r e A s s e s m e n t 【S O F A】

s c o r e) と有効性と の 関連性を検討 し た . 改善症

例 に対 し
,

無効症例 は
,

入室暗 か ら エ ラ ス ポ ー

ル

使用時に か けて 肺障害が進行 し
,

S O F A s c o r e は

使用時に有意 に悪化 し て い た ( P < 0 .0 5) . 多臓器

不全 の重症化が, 有効性 に 影響を与え る可能性が

示唆された.

2 4 　 I C U で 発 症 し た 緊 張 性 気 胸 2 例

大 橋 さ と み ・ 肥 田 誠 治 ・ 本 多 忠 幸

遠 藤 裕 ・ 山 本 智 * ・ 小 村 昇 *･ 山本 智
*

･ 小村 昇
*

風間順一郎

新潟大学大学院医歯学総合研究科

救命救急医学分野

同 医学部附属病院集中治療部
*

I C U で 経験 し た緊張性気胸 の 2 例を報告 し た .

症例 1 は肺炎患者 で 気管切開術後 に緊張性気胸

が 明ら か と な っ た . 原因と し て
,

術前日 の 鏡骨下

静脈穿刺
,

気管支鏡検査時の咳
,

気管切開術が疑

われた が
, 明ら か で な か っ た . 胸膜癒着 の ため非
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典型的な胸部 レ ン トゲ ン写真像を呈 し
,

確定診断

に C T 検査が必要 で あ っ た
.

症例 2 は食道破裂術後患者で
,

両側胸腔 ド レ
ー

ン チ ュ
ー ブが挿入 されて い た が

,

エ ア リ
ー ク は見

られて い な か っ た. プ レ ッ シ ャ
ー サ ポ ー ト に よる

補助呼吸中に ド レ ー ン バ ッ ク が破損 し
,

空気が引

き込まれ て緊張性気胸を発症したと考え られた .

I C U 患者 で は, 比較的まれな原因による気胸や

通常と異なる レ ン トゲ ン写真像も念頭 におく べ き

である と考 えられた .

2 5 受傷 8 日後に急性循環不全に陥 っ た 一

酸化炭

素中毒の
一 症例

木下 秀則
･ 田 中 敏春

･ 広瀬 保夫

山崎 芳彦
･ 岡崎 悦夫

*
･ 渋谷 宏行

*

国分誠
一

郎
* *

･ 清 水美弥子
* *

北原 泰* *
･ 佐久間

一

弘
* *

伝 田 定平
* *

新潟市民病院救命救急 セ ン タ ー

同 臨床病理部
*

同 麻酔科
* *

今 回我 々 は急性期 を経過 し た受傷 8 日後に突

然
,

治療抵抗性の 急性循環不全に陥 っ た
一

酸化炭

素中毒の 一 例を経験 し た.

一

酸化炭素の 毒性機序

と し て ヘ モ グ ロ ビ ン と の結合による酸素運搬障害

が知られて い る が
,

その他の ヘ ム 蛋白に結合す る

こ とによる細胞 レ ベ ル で の 酸素利用障害も看過 で

きな い
. 本例で は病理所見 か ら心筋壊死の 原因が

心筋梗塞で は なく, 細胞 レ ベ ル で の 酸素利用障害

に起因するもの と考 えられた .

Ⅰ
. 特 別 講 演

｢ 自分が満足する基礎 ･ 臨床研究+

札幌医科大学麻酔学講座

山 蔭 道 明

第1 回新潟 H I V カ ン プ ア ラン ス

日 時 : 平成 9 年 1 2 月 1 9 日 (金)

午後 6 時 - 8 時

場 所 : 新潟大学医学部

有壬記念館

特 別 講 演

1 エ イズ拠点病院としての長岡赤十字病院の取

り組み

長岡赤十字病院 看護部

淡 路 記 伊

2 H IV 感染症 治療法の進歩

東京大学医学部 第 1 内科

木 村 哲

第 2 回新潟 H IV カ ンフ ァ ラン ス

日 時 : 平成 1 0 年 1 1 月 1 3 日 (金)

午後 6 時 3 0 分 - 8 時 30 分

場 所 : 新潟東映 ホ テ ル

特 別 講 演

1 H I V 診療にお け る コ
ー デ ィネ ー タ ー の役割

新潟大学医学部附属病院 看護部

エ イ ズ予防財団 リサ
ー

チ レ ジデ ン ト

前 田 正 美

2 A I D S 治療の新展開とその 問題点

熊本大学医学部 第 2 内科

満 屋 裕 明




